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決 定 要 旨 

 

被 審 人（住所） 徳島県 

   （氏名） Ａ 

 

上記被審人に対する令和３年度（判）第１７号金融商品取引法違反審判事件につい

て、金融商品取引法（以下「法」という。）第１８５条の６の規定により審判長審判

官長尾洋子、審判官美濃口真琴、同髙津戸朱子から提出された決定案に基づき、法第

１８５条の７第１項の規定により、下記のとおり決定する。 

 

記 

１ 主文 

被審人に対し、次のとおり課徴金を国庫に納付することを命ずる。 

⑴  納付すべき課徴金の額 金５８万５０００円 

⑵  課徴金の納付期限   令和４年７月２７日 

２ 事実及び理由 

課徴金に係る法第１７８条第１項各号に掲げる事実、法令の適用及び課徴金の計

算の基礎は、別紙のとおりである。 

被審人は、第１回の審判の期日前に、課徴金に係る法第１７８条第１項第１４号

に掲げる事実及び納付すべき課徴金の額を認める旨の答弁書を提出しており、上記

事実が認められる。 

 

令和４年５月２６日 

金融庁長 官  中島 淳一 
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（別紙） 

 

１ 課徴金に係る法第１７８条第１項各号に掲げる事実 

法第１７８条第１項第１４号に該当 

  被審人は、東京証券取引所プライム市場（令和４年４月４日、市場区分見直しに

伴い市場第一部から移行）に上場されている川田テクノロジーズ株式会社の株式に

つき、同株式の売買を誘引する目的をもって、別表記載のとおり、令和元年８月１

４日午前８時５０分頃から同月２２日午前９時９分頃までの間、７取引日にわたり、

東京都中央区日本橋兜町２番１号所在の株式会社東京証券取引所において、Ｂ証券

及びＣ証券を介し、自己及びＤ名義で、最良売り気配付近に複数の売り注文を発注

して売り板を厚くした上で、同株式を下値で買い付けた後、最良売り気配付近に発

注していた複数の売り注文を取り消して売り板を薄くするとともに最良買い気配

付近に複数の買い注文を発注して買い板を厚くしたり、最良売り気配に発注してい

た自身の売り注文に対し買い注文を発注して対当させたりして、同株式を上値で売

り付けるなどの方法により、同株式合計26,500株の買付けの委託を行うとともに、

同株式合計 45,700 株を買い付ける一方、同株式合計 96,600 株の売付けの委託を行

うとともに、同株式合計 45,700 株を売り付け、もって、自己の計算において、同

株式の売買が繁盛であると誤解させ、かつ、同市場における同株式の相場を変動さ

せるべき一連の売買及び委託をしたものである。 

 

２ 法令の適用 

法第１７４条の２第１項、第１７６条第２項、第１８５条の７第１５項、第１５

９条第２項第１号 

 

３ 課徴金の計算の基礎 

  上記１に掲げる事実につき、当該違反行為に係る自己の計算による有価証券の売

付け等の数量は、45,700 株であり、当該違反行為に係る自己の計算による有価証券

の買付け等の数量も 45,700 株であることから、 

 

(1) 当該違反行為に係る有価証券の売買対当数量（45,700 株）に係るものにつ

いて、 自己の計算による当該有価証券の売付け等の価額から、自己の計算によ

る当該有価証券の買付け等の価額を控除した額 

 

（有価証券の売付け等の価額：298,135,000 円） 

－（有価証券の買付け等の価額：297,743,000 円） 

＝392,000 円 
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(2) 法第１７６条第２項の規定により、上記(1)で計算した額の１万円未満の端

数を切り捨てて、390,000 円となる。 

 

(3) 法第１８５条の７第１５項の規定により、上記(2)で計算した額を１．５倍

し、585,000 円となる。 
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別表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


